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ハイクッションターフ

ロングパイル人工芝

芝丈の長い人工芝の隙間に専用硅砂・ゴムチップ等を充填し、
天然芝の風合いと性能をリアルに再現した全天候型舗装材です。
ハイクッションターフは、サッカー、ラグビー、野球など、様々
なスポーツシーンにおいて、天然芝に代わる舗装として幅広く
採用されています。

▶サッカーコート　　　▶ラグビーコート　　　▶野球場　　　▶多目的グラウンド
▶学校運動場　　　　　▶園庭　　　　　　　　▶公園　　　　▶その他各種スポーツ施設

学校・幼保園などにおいて、近隣の方への迷惑被害となるホコリ問題もなくなります。
衣服も汚れず、又、転んでも大丈夫、安心・安全な舗装です。

元気な子供の運動場・園庭にもオススメ！5

オールシーズン鮮やかで快適な、天然芝のフィーリング！
天然芝と見紛う外観、プレーして分かる安定性と感触、
いつでも緑鮮やかなフィールドが、プレーヤーだけでなく観客の高揚感も高めます。1

2 弾性充填材や、ショックパッドの組合せにより、ハードなフットボール系スポーツにも対応。
足腰への負担を軽減し、擦過傷も抑制。転倒やスライディングも恐れることなく、
アグレッシブなプレーを存分に発揮できます。

高いクッション性で安全に、さらにプレー性も向上！

3 降雨や降雪など、悪天候でも影響が少ない人工芝本来の機能性で、施設の稼働率も大幅アップ。
オールラウンドに使用できるグラウンド設計を可能とします。

天候に左右されにくい機能的なフィールドを実現！

天然芝のように専門キーパーは不要、コンディション維持の手間と費用を大幅にカットできます。
※通常の基層（アスコン )等を省いた、簡易仕様のコストダウンプランなども提案可能です。

メンテナンスが容易、コストもダウン！4

特　徴

適応施設



  3

ハイクッションターフ

ロングパイル人工芝

芝丈の長い人工芝の隙間に専用硅砂・ゴムチップ等を充填し、
天然芝の風合いと性能をリアルに再現した全天候型舗装材です。
ハイクッションターフは、サッカー、ラグビー、野球など、様々

なスポーツシーンにおいて、天然芝に代わる舗装として幅広く
採用されています。

改修時推奨断面（三和土工法）新設時・改修時推奨断面（SB工法）新設時推奨断面（アスコン）

ハイクッション
ターフ

ハイクッション
ターフ

ハイクッション
ターフ

三和土改良
処理

既設クレイ

●

●

●

●

●

 70mm
程度

 50
〜

〜
40

70mm

〜
100

150
mm

 70mm
程度

 50
〜

スクリーニン
グバインダー
混合土

砕　石

●
●

●

アスファルト
コンクリート

ショックパット
（必要に応じて省略可）

充填剤
（ゴムチップ・目砂他）

●

●

ハイクッションターフ舗装断面図

愛知学院大学日進キャンパス第１グラウンド・サッカー競技場 日本福祉大学美浜キャンパス第２グラウンド

名城大学第１グラウンド 星城高等学校第２グラウンド
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四日市市中央フットボール場 Bフィールド・Cフィールド（三重県）

パークアリーナ小牧サッカーグラウンド 岡崎市龍北総合運動場蹴球場

島西運動場（岐阜県） 愛西市親水公園総合運動場フットサルコート
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中京大学豊田キャンパスサッカー場・ラグビー場

サッカーのプレー環境は、J リーグ開幕を契機とした J クラブ
のスタジアム整備にはじまり、ワールドカップ日韓共催の関連施設
や各地のサッカー拠点整備などにより、多くの天然芝ピッチが全国
に新設・改修されたことで目覚ましく向上しました。

しかし、サッカー熱の高まりに伴い増加するプレーヤー人口に対
して、その数は十分とは言えず、また日本の気候・環境下において
天然芝の育成が難しいため、コンディション維持やコスト確保が容
易でないなどの理由から、大多数の一般プレーヤーにとっては、土
のグラウンドでプレーする事が一般的でした。

そういった課題の解決策として登場したロングパイル人工芝は、
サッカーの競技特性に対応した天然芝に近い運動性能を持ち、天候
に左右されず高い稼働率を実現できる事などから、急激に需要を拡
大したのです。

こうした時流を捉え、JFA（日本サッカー協会）は、「Players 
First！」の視点に立った良質なプレー環境の供給、そして、不足
状態にある芝ピッチの確保という２つの観点から、天然芝ピッチを

補完するという意味で人工芝の導入を容認。2003 年には、人工芝
ピッチの確保とレベルの維持を目的とした「JFA ロングパイル人
工芝公認規則」・「JFA ロングパイル人工芝基準」を制定しました。

現在では、社会人・クラブチームや年代別各カテゴリーの公式戦
など、協会が主催する国内競技会において、JFA ロングパイル人
工芝公認を取得したピッチは競技会場として認可されており、今や
J クラブの練習場や国体会場、各地のサッカー場へロングパイル人
工芝は普及しました。またサッカーのみならず様々なスポーツ施設
や多岐に渡り活用の場を広げています。

弊社においては、全国に先駆け “ 第１号ロングパイル人工芝ピッ
チ公認 ” を取得した、中京大学サッカー場の施工・公認取得を始め、
これまでも数々の施設の誕生・改修に関わらせて頂きました。

現在も進む技術開発により、ロングパイル人工芝は今なお進化し
続けており、日本のスポーツフィールドの中核を担う舗装材として、
今後も期待が持たれます。

ロングパイル人工芝とJFAロングパイル人工芝ピッチ公認制度

太平洋精工大垣工場フットサルコート（岐阜県） 磐田スポーツ交流の里ゆめりあフットサルコート（静岡県）

JFAロングパイル
人工芝公認施設証
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小牧市総合運動場野球場［小牧市民球場］

四日市市霞ヶ浦第３野球場（三重県）

東海学院大学野球場（岐阜県）

ごうど中央スポーツ公園野球場（岐阜県）

JR東海グラウンド雨天練習場
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中部大学メイングラウンド・サブグラウンド

境港多目的グランド

和合あかつき幼稚園マリンタウン競技場・マリンタウン競技場サブグラウンド（石川県）

瑞穂公園［パロマ瑞穂スポーツパーク］ラグビー練習場



■登　　録
● 特定建設業
・土木工事業　愛知県知事（特）第73649号
・とび土木工事業　愛知県知事第73649号
・舗装工事業　愛知県知事第73649号
・造園工事業　愛知県知事第73649号

■加　　盟
● 公益財団法人　日本体育施設協会特別会員
●愛知県体育施設協会特別会員
●一般社団法人　日本運動施設建設業協会会員
●公益財団法人　都市緑化機構会員

■営業種目
● 運動場 ●多目的広場 ●野球場 ●陸上競技場
●各種コート ●防球ネット ●体育器具 ●公園遊具
●フィールド・アスレチック
●スポーツ施設工事の企画、設計、管理業務

■営業品目
● 全天候型舗装
・ベルウエザーG・GW
・バイオターフ
・ハイクッションターフ
・グリーングラス
・カラーコート
●準天候型舗装
・エコロミックス
・桧皮クレイ
・ドライクレイ
・グリーンサーフェイス
・ハイアンツーカ
●スポーツ用天然芝
・グラウンドグラス

■関連商品
● ホロンキラーサンド ●トップバインダー ●安全リップ

■特殊工法
● 三和土工法 ● SB工法
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